
こ
の
条
例
は
、
65
歳
以
上
の

被
保
険
者
の
基
準
月
額
５
９
０

０
円
の
保
険
料
を
６
７
９
０
円

に
大
幅
値
上
げ
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
条
例
改
正
案
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
市
民

の
生
活
は
き
わ
め
て
き
び
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
値

上
げ
案
に
つ
い
て
賛
成
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
発
足
か
ら
20
年
が

た
ち
ま
し
た
。
国
の
福
祉
分
野

の
削
減
は
、
人
口
増
に
よ
る
自

然
成
長
の
増
加
費
用
を
低
く
抑

え
る
こ
と
と
さ
れ
、
介
護
で
は

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
は
要

介
護
３
以
上
と
引
き
上
げ
ら
れ
、

要
支
援
１
・
２
を
介
護
保
険
か

ら
外
し
、
自
治
体
の
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
も
と
で
、
今
回
策
定
さ
れ
た

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

大
き
な
曲
が
り
角
に
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
矛
盾
の
ひ
と
つ
は
、

ほ
ぼ
毎
期
上
が
る
「
保
険
基
準

額
」
の
設
定

に
あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保

険
者
の
介
護

保
険
料
は
市

で
決
定
し
ま

す
。
市
は
必

要
な
費
用
の

23
％
分
相
当

を
負
担
さ
せ

た
の
が
、
保

険
料
基
準
額

の
考
え
方
で

す
が
、
こ
の

設
定
自
体
が
値
上
が
り
の
根
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
や
負
担
能
力

を
一
切
考
慮
せ
ず
、
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
量
が
増
え
る
と
、
そ
れ
に

比
例
し
て
上
昇
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

米
原
市
の
保
険
料
段
階
は
、

所
得
に
応
じ
て
国
基
準
の
９
段

階
か
ら
13
段
階
へ
と
細
分
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
料

の
所
得
段
階
は
ご
本
人
の
年
金

収
入
額
や
所
得
金
額
の
ほ
か
に
、

同
一
世
帯
に
市
民
税
課
税
の
方

が
い
る
か
ど
う
か
で
決
定
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ご
本
人
が
非

課
税
で
あ
っ
て
も
、
世
帯
員
に

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
米
原
市

で
は
第
４
段
階
（
月
６
１
２
０

円
）
ま
た
は
第
５
段
階
（
月
６

７
９
０
円
）
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
り
所
得
に
比
し
て
高
額
な

介
護
保
険
料
は
残
り
ま
す
。
今

後
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
基
準
月

額
が
１
万
円
を
超
え
る
日
も
そ

う
遠
く
な
い
で
し
ょ
う
。
高
齢

化
率
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
給
付

費
が
高
騰
し
て
い
く
か
ら
で
す
。

そ
の
時
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

漫
然
と
値
上
げ
を
続
け
て
い
く

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

保
険
料
の
設
定
に
つ
い
て
、

近
隣
は
13
段
階
で
す
が
、
近
江

八
幡
市
は
16
段
階
。
県
外
で
は

津
島
市
、
高
浜
市
な
ど
は
17
段

階
と
し
、
保
険
料
の
値
上
げ
を

抑
え
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
今
後
国
の
負
担
割
合
を
30

％
と
し
、
５
％
の
調
整
交
付
金

の
別
枠
化
な
ど
を
、
市
と
し
て

国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
含
め
、

さ
ら
に
き
め
細
か
い
段
階
分
け

も
検
討
す
べ
き
で
す
。
県
内
で

も
値
下
げ
を
行
お
う
と
す
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
は
、
県
下
で
お
そ
ら
く
２
番

目
に
高
い
今
回
の
介
護
保
険
料

の
大
幅
値
上
げ
を
撤
回
し
、
練

り
直
す
こ
と
を
求
め
、
本
案
に

反
対
し
ま
す
。
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３
月
８
日
に
は
じ
ま
っ
た
２
０
２
１
年
第
１
回
定
例
会
は
､
３
月
25
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
当
初

案
件
45
件
、
お
よ
び
追
加
提
案
議
案
８
件
が
採
択
さ
れ
、
請
願
１
件
（
教
育
施
設
な
ど
に
安
定
ヨ
ウ

素
の
事
前
配
布
を
求
め
る
請
願
）
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
山
脇
議
員
は
、
介
護
保
険
料
大
幅
値
上
げ

等
に
係
る
議
案
２
件
、
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
統
制
や
将
来
的
に
不
要
な
施
設
の
新
設
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
付
帯
決
議
第
２
号
（
後
藤
英
樹
議
員
発
案
）
、
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
発
議

１
号
に
反
対
し
ま
し
た
。

雑
感

「
介
護
保
険
値
上
げ
」
の
広
報
が
、
議
会
で
議
決
さ
れ
た
25
日
の
次
の
日
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
怒

り
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
議
会
が
な
め
ら
れ
て
い
い
の
か
。
議
員
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
の
怒

り
で
し
た
。
今
話
題
の
厚
労
省
の
老
健
局
老
人
保
健
課
の
深
夜
の
大
宴
会
。
「
介
護
保
険
」
の
担
当
と
の
こ
と
。

こ
ん
な
国
民
の
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
理
解
で
き
な
い
官
僚
に
介
護
保
険
を
任
せ
て
い
い
の
か
。

山
脇
議
員
の
介
護
保
険
料
引
上
げ
反
対
討
論

議員名 会 派 名

介護保険値
上げ条例お
よび介護予
算

安定ヨウ素
剤を教育施
設に事前配
布する請願

山脇正孝
無会派

（日本共産党） × ○

鹿取和幸 新風クラブ ○ ×

後藤英樹
新風クラブ
（自民党）

○ ×

磯谷 晃 清風クラブ ○ ×

鍔田 明 清風クラブ ○ ×

田中眞示 清風クラブ ○ ×

矢野邦昭 清風クラブ ○ ×

中川雅史 政策研究会マイバラ ○ 〇

西堀 幸 政策研究会マイバラ ○ ×

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ ○ ×

山本克巳 政策研究会マイバラ ○ 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ ○ ○

今中力松 創政クラブ ○ ×

北村喜代隆 創政クラブ ○ ×

澤井明美 創政クラブ ○ ×

中川松雄 創政クラブ ○ ×

松宮信幸 創政クラブ 議長 議長

細野正行
無会派

（公明党）
○ ×

結 果 可決 否決

高
齢
者
の
生
活
や
負
担
能
力
を
無
視

他
市
で
は
１
７
段
階
を
採
用


